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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月23日(2012.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アトマイズ法で製造されたものであり、ＪＩＳのオーステナイト系ステンレス鋼の化学
成分規格を満たす組成を有し、Ｍｎを０．００２～０．１２質量％の割合で含むことを特
徴とする金属粉末。
【請求項２】
　平均粒径が１～３０μｍである請求項１に記載の金属粉末。
【請求項３】
　前記アトマイズ法は、水アトマイズ法であり、
　前記ＪＩＳのオーステナイト系ステンレス鋼の化学成分規格を満たす組成は、焼結する
ことによってγ相を析出するような組成であり、
　比表面積が０．１５ｍ２／ｇ以上である請求項１または２に記載の金属粉末。
【請求項４】
　ＪＩＳのオーステナイト系ステンレス鋼の化学成分規格を満たす組成を有し、Ｍｎを０
．００１～０．３質量％の割合で含有した、アトマイズ法で製造された金属粉末と、バイ
ンダーとを含む組成物を、成形して成形体を得た後、該成形体を、温度１１００～１４０
０℃×０．２～７時間で焼成して製造されたものであり、相対密度が９６％以上であるこ
とを特徴とする焼結体。
【請求項５】
　アトマイズ法で製造されたものであり、焼結温度において原子配列が面心立方格子とな
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るような組成を主成分とし、Ｍｎを０．００１～０．３質量％の割合で含むことを特徴と
する金属粉末。
【請求項６】
　前記主成分は、Ｆｅ、ＣｏおよびＮｉから選択される少なくとも１種を含む単体または
基合金である請求項５に記載の金属粉末。
【請求項７】
　前記主成分は、オーステナイト系ステンレス鋼、高合金鋼、機械構造用鋼、強靭鋼、工
具鋼、高硬度鋼、耐熱鋼、超合金、Ｃｏ－Ｃｒ系合金およびＣｏ－Ｃｒ－Ｍｏ系合金のう
ちの少なくとも１種である請求項５または６に記載の金属粉末。
【請求項８】
　前記主成分は、焼結することによってγ相を析出するような組成のＦｅ基合金であり、
　平均粒径が１～３０μｍであり、
　比表面積が０．１５ｍ２／ｇ以上であり、
　前記アトマイズ法は、水アトマイズ法である請求項５に記載の金属粉末。
【請求項９】
　オーステナイト系ステンレス鋼を主成分とし、Ｍｎを０．００１～０．３質量％の割合
で含有した、アトマイズ法で製造された金属粉末と、バインダーとを含む組成物を、成形
して成形体を得た後、該成形体を、温度１１００～１４００℃×０．２～７時間で焼成し
て製造されたものであり、相対密度が９６％以上であることを特徴とする焼結体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的は、下記の本発明により達成される。
　本発明の金属粉末は、アトマイズ法で製造されたものであり、ＪＩＳのオーステナイト
系ステンレス鋼の化学成分規格を満たす組成を有し、Ｍｎを０．００２～０．１２質量％
の割合で含むことを特徴とする。
　これにより、ＪＩＳのオーステナイト系ステンレス鋼の化学成分規格を満たすような、
元々焼結性に劣る組成であっても、焼結性を向上させ、機械的特性に優れた焼結体を容易
に製造することができる金属粉末が得られる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の金属粉末では、平均粒径が１～３０μｍであることが好ましい。
　これにより、金属粉末は、成形時の圧縮性の低下を避けつつ、最終的に十分に緻密な焼
結体を製造可能なものとなる。
　本発明の金属粉末では、前記アトマイズ法は、水アトマイズ法であり、
　前記ＪＩＳのオーステナイト系ステンレス鋼の化学成分規格を満たす組成は、焼結する
ことによってγ相を析出するような組成であり、
　比表面積が０．１５ｍ２／ｇ以上であることが好ましい。
　水アトマイズ法によれば、粒径の揃った金属粉末を得ることができる。また、真球に比
較的近い球形状をなしているため、バインダーに対する分散性や流動性に優れたものとな
る。このため、このような金属粉末を含む組成物を成形型に充填して成形する際に、その
充填性を高めることができ、最終的により緻密な焼結体を得ることができる。
　また、前記組成の金属粉末を用いて得られた焼結体は、γ相を含むＦｅ基合金が靭性等
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の機械的特性や耐食性等の化学的特性において元々有する優れた特性に加え、密度が高く
なるように焼結されたものであるため、引張強度や硬度等の機械的特性にも優れたものと
なる。
　また、比表面積が前記範囲内であることにより、金属粉末の表面の活性（表面エネルギ
ー）が高くなるため、より少ないエネルギーの付与でも容易に焼結することができる。し
たがって、成形体を焼結する際に、より短時間で焼結することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の焼結体は、ＪＩＳのオーステナイト系ステンレス鋼の化学成分規格を満たす組
成を有し、Ｍｎを０．００１～０．３質量％の割合で含有した、アトマイズ法で製造され
た金属粉末と、バインダーとを含む組成物を、成形して成形体を得た後、該成形体を、温
度１１００～１４００℃×０．２～７時間で焼成して製造されたものであり、相対密度が
９６％以上であることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の金属粉末は、アトマイズ法で製造されたものであり、焼結温度において原子配
列が面心立方格子となるような組成を主成分とし、Ｍｎを０．００１～０．３質量％の割
合で含むことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の金属粉末では、前記主成分は、Ｆｅ、ＣｏおよびＮｉから選択される少なくと
も１種を含む単体または基合金であることが好ましい。
　本発明の金属粉末では、前記主成分は、オーステナイト系ステンレス鋼、高合金鋼、機
械構造用鋼、強靭鋼、工具鋼、高硬度鋼、耐熱鋼、超合金、Ｃｏ－Ｃｒ系合金およびＣｏ
－Ｃｒ－Ｍｏ系合金のうちの少なくとも１種であることが好ましい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の金属粉末では、前記主成分は、焼結することによってγ相を析出するような組
成のＦｅ基合金であり、
　平均粒径が１～３０μｍであり、
　比表面積が０．１５ｍ２／ｇ以上であり、
　前記アトマイズ法は、水アトマイズ法であることが好ましい。
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